
 花見川公民館だより 
 千葉市花見川公民館 千葉市花見川区柏井町 1590-8 電話 043-257-2756 ＦＡＸ 043-286-0185 

花見川公民館文化祭中止のお知らせ  館長 篠塚 和仁 
９月に入り、日没時間も大分早まり、朝夕過ごしやすい日が増えてきたよう

に感じます。暦の上ではすでに秋ですが、秋桜や彼岸花が満開になり、本格的

な秋の訪れが待ち遠しい今日この頃です。さて、１０月に予定しておりました

公民館文化祭ですが、今年度も中止となりましたので改めてお知らせいたしま

す。来年度実施できることを天に祈るばかりです。 

＜9月の主催講座（再掲）＞ 

◎女性のための健康講座（千葉市男女共同参画センター主催、花見川公民館共催事業） 

日 時 令和 4年 9月 16日（金）午後 1時～3時 

対 象 市内在勤・在学の概ね 30～50代の女性 

講 師 川島助産院 院長 川島広江さん 定 員 20人 (抽選制) 

参加費 無料 申込期間 8月 17日（水）～9月 8日(木)  

 申込先 1)千葉市男女共同参画センター：電話・窓口・メール 

      043-209-8771 Eメール：sankaku@f-cp.jp 

※ Eメールの場合、①講座名,②氏名（ふりがな）,③郵便番号・住所,④年齢,⑤電話番号を明記。 

（1歳 6か月以上就学前児の託児希望の方はお申出ください。） 

2)千葉市花見川公民館：電話・窓口 043-257-2756 

◎花見川公民館 ９月第５週名画鑑賞会 「アンネの日記」 

内 容 第二次世界大戦のドイツによる占領下のオランダで、13歳の 

アンネ・フランクが綴った実際の日記をイギリス BBCが映像化 

した感動作品（日本語字幕版のみ）監督：ガレス・デイヴィス 

 出演：キャサリン・スレシンジャー  

日 時 9月 29日(木) ①9：30～１2：00 ②13：30～16：00 

定 員 各回 先着 25人 申込み 随時～電話または窓口申込み。 

＜10月の主催講座＞ 

◎元気アップらくらく体操 

日 時 令和 4年 10月 12日,19日（水）全 2回 午前 10時～12時 

定 員 20名(60歳以上の方)：抽選制 

持ち物 タオル・飲み物・バスタオル(寝て行う体操のため) 

運動しやすい服装、靴でおいでください 

参加費 無料 申込 ９月 20日（火）～26日（月）9:00～17:00 

来館、又は電話(257-2756)にて、受付ます。 

抽選日 ９月 27日（火）、当選者のみに連絡。 

2022年 

9月号 
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公民館主催講座の様子 

◎子ども クッキーづくり体験 

日 時 令和 4年 10月 15日（土） 午前 10時～12時 30分 

定 員 12名（抽選制） 対象 小学校 3年生～6年生 

持ち物 エプロン・三角巾・ふきん(2枚)・上履き 

飲み物・持ち帰る袋 

材料費 400円(当日集金) 

申込方法 ９月 24日（土）～30日（金）まで来館、又は電話(257-2756)にて、受付ます。 

抽選日 10月 1日（土） 当選者に連絡します。（10月 4日までに連絡します。） 

◎「くらし UPセミナー」 始めよう終活～エンディングノートの書き方講座～ 

日 時 令和 4年 10月 26日（水）  午前 10時～12時  

定 員 20人 （応募多数の場合は抽選） 

講 師 千葉県金融広報委員会 アドバイザー 

参加費 無料  

申込期間 10月 3日(月)～9日（日）来館での直接受付、 

又は電話（257-2756）にて受付を行います。 

抽選日 10月 10日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図書コーナー＞新着情報 

〇「結局、年金は何歳でもらうのが一番トクなのか」 増田豊著 青春新書 

〇「日本人の給料～平均年収は韓国以下の衝撃～」 浜矩子、城繁幸、野口悠紀雄他 宝島社新書 

〇「画聖 雪舟の素顔～天橋立図に隠された謎～」 島尾新著 朝日新書 

〇「ロウソクの科学が教えてくれること」 尾嶋好美監修 サイエンス・アイ新書 

〇「フォッサマグナ～日本列島を分断する巨大地溝の正体～」 藤岡換太郎著 講談社 BLUEBACKS 

〇「司馬遼太郎で学ぶ日本史」 磯田道史著 ＮＨＫ出版新書 

〇「うんち学入門」 増田隆一著 講談社 BLUEBACKS 

〇「ファーストスター～宇宙最初の星の光～」 エマ・チャップマン著 河出書房新社 

〇「これからの時代を生き抜くための文化人類学入門」 奥野克巳著 辰巳出版 

〇「東海道五十三次 いまむかし歩き旅」 高橋真名子著 河出書房新社 

〇「屈辱の数学史」 マット・パーカー著 山と渓谷社 

第１回子ども

科学教室 

スポーツ 

ウェルネス吹矢

体験教室 


